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30周年を迎え、思うことのlッ2ッ

諦玄顧団

発団 30年、その歩みと、その思い出の一こま、一こまを思うにつけ、

もうそんなになるのか早いものだな M と言うのが実感です。

この聞における世相の推移は、これまた、まことに固まぐるしい変遷で

あるといえましょう。スカウティングは、本当に素晴らしいものであるが

故にこそ、これが忠実に、教育学者でもなければ、教育者でない私達だけ

に、その原点、に学び、自らも実銭し、指導者、被指導者という関係ではな

く、同じ道を歩む伸聞として育ってきた団であると思っています。

それにつりでも、 λカウト訓育の原点である班制度は、かつては確かに

少年にとって楽しい集いであり、少年の人格形成の上に大きく影響をもた

らしたし、また、閉活動の原動力であることは今も変りませんけれども、

訓育された班長の指導の下での楽しい班集会でなければならないものが、

いつしかクラブ的ヲ活動に化して、今日では、権力の伴のう上下関係にな

っている感を持た怒れる。班組織、班精神の実際に運用する難しさと、そ

の指導の困難さが、更に増している事実は、世相から来ている事はいなめ

ない様であるが、しかし、実際は支えたり、ささえられたりと言う形で活

動し、みんながみんなを高めるために、絶対的と言っていいものは、スカ

ウト自身が、自ら考え、自ら決定し、自ら行ない、自らの反省評価を行な

う事の重要性であや筈です。とくに近時の世相にあっては、いよいよその

重要性が問はれていると思うと共に、そこに大きく指導性の問題が出て来

ていると思う事で、れ

ベビープームも場ぎ、少年の減少期にあって、もろに受けてスカウト運

動の論議も高まっていますが、特に、地域社会、団の特殊性、その他の条
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件によってそこに相違はあるものの難しい問題を抱えている今日です。

こんな事に思い馳せていますと、創立以来の、その一こま、一こまを思

うにつけ、スカウト仲間、スカウト団家族、同じ道を歩む仲間としての歓

ぴの確認しあえる場として育って来た団であること、その聞にあってのお

世話になったD・M、育成会の方々の若き日の、またスカウトの思い出の

アルバムを懐かしく眺めながら、齢を重ね過ぎ、山野にキャンプに共にし

ていない自分をもどかしく思う ζの頃です。

スカウティングの道を明らかにされ、教え導いていただいた先覚者を偲

ぴつつ、スカウトの自主性と集団性が保証され、然も大人の恋意から守ら

れると言う保証の中にあつての自主性からの活動（班制度）、それが、大

人の生活活動と連なり、結合されて、少年の訓育が成り立つと言う原点。

この ζ とはスカウト訓育での最重要視される分野でしょうが、 38団の今

日の温かい団家族を形成して来れたのもこの原点に忠実であったからであ

ろうかと思うことです。

特に、この頃の青少年の価値観が多様化して、民主主義社会を基盤とす

る社会、恵まれた経済社会にあって、自由と平等と言う名のもとに、親子

ともども権利が与えられましたものの、自覚して得た権利ではありません

から、自己愛そのものを満足しようとする放縦にも近いものすら感ぜさせ

られます。少年の人格が分裂させられている時代とも言はれます今日との

頃です。個人の自由を振り回せば、他は平等であり得ないし、平等を主張

すれば、個の自由はあり得ない。スカウトとしての自覚、そζから生れて

来るものは、くちかい＞くおきて＞に照らされ、育てられたスカウトの自

主性からの唯一の独自性の自覚であり、その自覚には、自己中心的な意味

もありますが、深く人々との心に触れることなくしては、その自覚は生れ

て来ないでしょうし、とれなくしてのスカウト訓育はありえないと言えま

しょう。自律的に個として書量れて独立し、他の社会性に接して結合すると

言う自分自身と取り組む場に於いてこそ、社会的実銭が自己を育ててくれ
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るのでしょうが、現実は、学力向上のためとは言いながら、塾通いも、競

争に勝つ為に強調される自主性であり、外的価値に従う人間形成にあると

いっても過言ではないでしょう。人は互いに他をおしのけあいながら生き

ていますし、楽でないからこそ悩まねばならない。本当はささえられて生

きているというその事に気付かないのが人間である。その意味でスカウト

もその世相に巻き込まれている事はいなめない感です。スカウティングは

スカウトの生き方を大きく方向付けしています。一人一人が、傍観的態度

であるならば、そこにはスカウティングはないと言えます。よしそれがど

んなに小さくとも自らスカウティングをすれば、幸福をもたらすとはB-

Pの言葉です。 30年の誕生を迎え、一人の人間が生を受付た意義と価値

を考え、縁あってスカウトの道を歩む身として、ひとりひとりの善意によ

って、更に足並を揃え、妙高での記念キャンプが、自然に援し、対面し、

人間の原始の姿に帰る事によって人間の持っている力を、生き生きとよみ

がえさせられるのがキャンプである。その事は人間の集団と言う生命を媒

介として可能であり、人間の力強さ、温かさの社会的技術によって鼓舞さ

れるから、楽しくも、意義ある記念キャンプであるこを念じつつ、育成会

の皆々様、スカウター、の長い年月に亙るご奉仕の賜ものによってささえ

られ、今日を迎えられました事に意を尽くし得ませんが厚く謝しご挨拶と

致します。

弥栄
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3 0 Ji司主手三宅どま盟 .?t_ てご

団委員長 下坂紀一

倉Uffi:I 3 0 Ji司壬手 .;J3Cbてアとうとプさざ、し、言ミ τγ

38団の歴史に輝かしい一ページを飾る，記念式典が挙行されることを心

よりお慶び申し上げます。 この 30年を支えてくださった，小川先生ご

夫妻をはじめ，その時々の 育成会・団委員会・指導者・関係各位に，心よ

りお慶びと感謝を申し上げます。

我が 38団は，大谷大学スカウト団の団号を継承し，今日まで， 30年の

道のりを歩んでまいりました。 その聞の，関係各位におかれましては

大変なご苦労の連続であったこととご推察いたします。

その，ご苦労の甲斐があってスカウトが育ち，今では社会の中堅となり活

躍され，そのスカウトの二世がいま， カブ隊．シニア隊に在籍するという

，サンパチならではの家族的，開放的な団が，育ってまいりましたまた。

又 サンパチにおいては，スカウト訓育が常に一貫して成し遂げられている

のは，小川先生の基でご指導を受けたスカウトたちが今，指導者としてまた

団委員として，ご奉仕をいただいているお陰であり，団の活動と運営に対し

て，大きな支えとなって年輸を重ねてまいりました。

しかしながら 青少年の育成に対して学歴社会が増長され，少年が少年ら

しからぬ方向へと社会が流されています。

将来の世代を担う，青少年の育成には 『人と人とのつながり，自然との．

出会，責任感，自立，礼節』等が基本的に求められるが， ζれらはボーイス

カウト訓育の中で三三，得ることが出来ると確信し，今後 ボーイスカウト

運動が益々発展することを願うってやまないものです。

青少年の育成は，大人の責務と認識しながら，今後供 38団の発展のた

めに関係各位の ご指導，ご鞭健を賜ります ζ とをお願い申しあげましてお

視の言葉とさせて戴きます。
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団育成会長西村泰一

京都38団の30周年を心よりお祝い申し上げます。

人生の流れ、家の涜れは30年をサイクルとして新しく生まれ変わって行き

ます。

当団もすでにスカウトの二世たちが親の歩まれた道を進んでおられます事は

素晴らしいこととお慶ひいたします。

今回、青少年問題として政治的に、教育面、家庭面が大きな世論となってお

りますが、真の教育とは何であるかを各家庭で考えて見られることは大切なこ

とであると思います。

ボーイスカウト活動は単に少年時代のことでなく生涯教育であり、良き社会

さらには世界平和を築く一石です。 30年の歴史の中で進学または部活動等の

ために途中退団者の多くあったことは残念でなりません。

小川玄諦先生は宗教家として、全身全霊でボーイスカウト活動に物心共御奉

位されておられることは心服のかぎりでございます。

そうした中で優秀な、立派な指導者が数多く生まれ、社会で活躍されておら

れることは、ボーイスカウト活動の30年の歳月を経てここに実証されました。

意義のあることではないでしょうか。

発団以来育成していただいた多くの指導者、団委員、育成会の皆様に感謝す

ると共に、今後当38団のますますの弥栄のため御援助賜りますことをお願い

申し上げまして、お祝いのことばとさせていただきます。
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3 OJ司金正三宅~玉虫え寸ご

c S隊々長西脇一博

38団が30周年を迎え、その栄えある歴
史を築いて来られた小川先生はじめ数多

くの御尽力いただいた皆様に改めて感謝

いたします。 私がカプ隊に入隊して15
年、やっとサンパチの半分までたどりつ

きました。現在やっと半分ですが、今後

は2/3、3/4とスカウトとしてサンパチの
一員として精一杯努力していきたいと思

っています。

私は、カプ隊の入隊式に弁当を忘れて

しまいました。また、写真によるとどう

も同入隊の仲間よりもあまりにもだらし

なく、口はあいているし、一人足は聞い

ているし姿勢も良くない。今、考えると

こんな頼りないスカウトには一喝となり

ましょう。しかし、私が楽天家なのか、

物覚えが悪いのか、叱られた思い出がな

いのです。そう考えるうちに、実はこの

15年間叱られたことがないのでは、とま
で思えてきます。私の様な不届きな者が

叱られないはずがないのに、どうも記憶

として蘇って来るのは楽しい思い出ばか

りです。おそらくそれは、リーダー、父

兄、隊の仲間が大きな素敵な人だったと

思われます。いつの時も隊長は何故かで

っかくてやさしくなんでもできた私のヒ

ーローであり、憧れでした。私は今、私

の中のヒーローが私であること認識して

いるのと同時にいにしえのヒーロー遠の

笑顔の裏のつらさをも実感しています。

しかし、私が今日までずっと変わらなか

ったものそれは、 「みんないやったら面

白くやれる」ということです。それは、

年々大きくなり、今は己をヒーローとは

おこがましくてとても言えませんがこの

面白さみんなに発見させてあげられるス

カウトであり続けたいと思います。自分

自身もどんどん面白いものを発見してい

けるでしょう。そしてみんなも。私は確

信します。

「サンパチはこれからが面白い」と。

B S隊々長服部憲一

30年というと僕が生まれる2倍以上も
前のことで、その頃の日本のことなど想

像もできない。まして、子供達が何を考

えていたとか、どんな遊びをしていたか、

など人に聞いてもピンとこない。しかし、

その頃の子供達が今よりも考え方がしっ

かりしていたとか、精一杯生きていたと

いうのは確かだと思う。今のように何も

かも便利になって毎日の生活に何一つ不

自由することもなく、学校ヘ行ってクラ

ブヘ行って、そして塾ヘ行くという決め

られたレールの上を走るのみの世の中で

は、子供達も無気力になりがちである。

そういう中にあって、 BS活動のあり方

は過去に対して大きく変わっていないと

思う。子供の自主性を高め、個人として、

また、社会の一員として成長するのを助

けるのが我々リーダーの役割であり、そ

うすることによって我々もまた成長して

いく。その結果として我々のすばらしい

先輩達があり、今の我々があり、それが

また後輩に受け継がれていくはずだ。

38団の30周年を「もう、 30年か」と思
わず「まだ30年、この先はもっと長いJ
と受けとめ、この通過点に過ぎない30年
を祝い今の自分がやってこれたことに感

謝したい。

-.6ー

s S隊々長遠藤亘

38団の30周年を、多くの仲間と迎えら
れる事を嬉しく思います。 初めてカプ

スカウトの制服を着てから2年目にシニ
ア隊の隊長として30周年を迎えました。
その間多くの先輩から数々の事を教えて

いただきました。 「ちかい」や「おきて」

を土台としたスカウティング、技能つら

くても楽しいキャンプなど・・・。

それらとは別に終始一貫してリーダー

たちが何を伝えたかったのか？自分なり

に感じた事を総括すると、 38団の根底に
は暗黙の内に守られているルールがあっ

たように思います。このルールはいつの

時代でも守られてきたと思います。それ

は、どんなに時代が変わろうと「変わる

世の中変わらぬ鉄則」があるということ

です。これらをはずしているといつまで

も大人とは認められません。

いま、隊長として少年から大人になり

つつあるシニアスカウトに一番伝えたい

事です。これらは、教えられるのではな

くスカウト一人一人が感じ取っていくも

のです。そのためには「眼聞きて見きわ

めよ耳そば立てて聴きただせ我らに普段

の準備あり」です。いつも心の中に準備

が必要です。

社会に出てから学校の勉強よりも重要

なものがボーイスカウトにはたくさんあ

ります。今、 30周年の時にもう一度スカ
ウティングを考える時ではないでしょう

か。

R S隊々長鶴田茂一

30周年を迎え、まずは弥栄を！そして、
今日のサンパチを築き上げてこられた小

川先生および諸先輩方ありがとうごぎい

ます さて、私自身も、カプから入隊し、

はや20数年になります。思えばスカウト

時代、リーダ一時代と数々の思い出や体

験が社会人となった今、いろいろな面で

原動力となり、自分の心の支えとなって

います。そう思うと本当に今までスカウ

ト活動を続けてこられてよかった・．．

サンパチの一員としてよき先輩リーダー、

0 Bにかこまれてやってこれた事、自分
にとってスカウティングにめぐりあえた

ことが大変幸せに思います。

今後のスカウト活動に社会人としての

立場はなかなか現実に参加できなく納得

のいかない事が多いですが、とにかく若

手リーダーが少しでもスカウティングを

理解し、スカウティングを愛せるよう力

になりたい思っています。

本当にこの運動は、途中でやめてしま

ってはなにもなりません。まずやってみ

るという事、そしてスカウティングの奥

の深さを探求し、常に初心に帰るという

事を忘れず日々の実践に努めたいと思い

ます。
また、今後ますますいろいろな意味で

スカウト活動がやりにくくなっている情

勢ですがサンパチの長い歴史と足跡を大

切に皆が一丸となってスカウティングに

取り組んでいきたいものです。そして、

最後に今回の30周年も一行事にすぎない
よう後々続くものとして・・・。あくま

でも主体は“スカウト”だということを

再認識して、明日のスカウティングに向

かつて一歩一歩道を歩んでいきたいです。

皆様の日々のご奉仕に感謝いたします。
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'85～！” 「サンパッチワーク PARTilJ－以後5年ー 関～109

さんltち加年のあゆみを小りかえって、思うがま Ljこ綴っ
てみた。当時作成した資料等の託銀を切リ描リしだので、

；んむ名前をフ！？た。何せ百レ誌で‘もあるから、あやしげ

G部分も多々 あううど思フ、正確3記録iてjf[-)"t1たじので
真意をご存知の方は、こ～穀下さftlまス変ありがたい。
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（庁ぞ主向E)fpz句者ぷ ゑ：が渇えi/

-58-

｛献が多必
~Jゑネグ t皐移ず

問 1~e 6ターム持活気〉芸沙 問26~微3:0／｝ゑ野義白彰司
ゴシFロック・集令．

⑥犬家十人 ( t::. .ソ今ハイク v ザ』

μμ～ムb9 ’bl丈発踊0・3』む河力、7/;tJ:' J;Jイイ｝て”の
長淘の乙、ナ，，~グがえ苅 l 又色々奇人々
l: f'芝l( lτ~ ＿；い人灸肴え｛作。

必

w
w
－

択

件

ヴ

槻

－

t
m

－

p

d
a
T
r
t

－L7
t

d

d

－
f
z

れ
H
可

固

と

嶋
ト
ト
ド

3
7
F
d
q

す
’
t
T
1

一
劇
場
内
ゆ
崎
沖
収
物
件
ゆ
一
リ

u

u

v

H

f

明

H
d

・－
s

e

g

t

g

J

F

V
い

え

ゆ

川

小

川

引

は

い

μ
3
4
一’J

吹山

W
M九
川
崎
限
切
町
小

川
均
・
広
川
』
市
町
一
ゆ

w
mゆ
M

M
，叫－嶋一
W

A

W

防
肌
み
ル
ザ
ゐ
仰

い
州
一
明
以
日
比
．
3
J河
必

門

V
’
b
a
j

i

噴
’

d

d

d

η

句

よ

山

方

F
2
w
d
M
V
t
h
i

小

物

体

P

叫
刊
ム
必
”
が
物
流
動
的
慨
が

ア

M
V
U
J
M
別
泊
吻
川
・
げ
れ
即
か

hwdhμι

A
／

dt、
主

ι
品
、
ノ
／
d
l
l
d
J

ノ

キ
イ
l

乏
f
1
1
1グ
f

必

咋

店

示

回

戸

川

料

、

kv一
九

場

ド

徳

川

司

似

泉

州

川

崎

f
k
－7

ム
V

ム

．

～

目

、

ソ

J

V

i

制

叫

ヘ

J

却

砂

山

針

孔

一

ヴ

rw

ぬ
V

芳
勺
M

f

λ

勾
ノ

d
h
w

ノ
弘

J

，

E
／

↑

l
g
f
 

ム

ず

－

V

⑥

＠

＠

 

＠ムJ有・桶チづ＼
／，主ニV!1のA々t.4をl ｛；プ〉ト主広ザ，之uβうぞごへ lλ今名•b‘．コι11 ＂°支存， 

μう～必a 風jf;t知a
屯う勾突ミ主‘尺ζ5τ酔入仇τ6~ ，苧3 一－－一“

＠宇福7殺十L入 荷物m防ィ(LlJ＇（.円目今ア。Uグ，~，小物
ずれ～械がA I桝」では伝ずかJ.ff"~航i7之
スキ砕励 6lfd~緒材作物グ妹初級ιjて予想め人主J~

払／レメa 十メネ隊？＞助明。法来初，，4れ・・~D （：.~~ 
I f"~1.:.7"-lrt 水J：.どJt1)＇みえて最終a
／~~、江守＜？＞／！くす守＇） 1Jl~＇？を·＿·（ t~

( ~）（ドエrtt+勝街乞秩緒川棚J

t 



Sf-Jf./fJIJbB土壁夢、府信：／ ー.＿ ~ 
.tS.為夜J介イ·－〆‘之~J t£ 

s＋年明孝務局の発及的解渇のえ民／
＊＊＊京都第38団事務局の発展的解消について＊＊＊
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ヲ万一福永
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（九宮谷
デンマザー小 野
デンザー西 国

山副長補紀

三之助
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本

本

松

下

中

宮

榎

小

味長

副長

副長

副長

c S隊

（芝）

昭和 54~ 9月28日茨長

511内K親-it"＿，.パ4事務局は今から丁度1（戸手前に誕生－ ＂＂＇：以来だんぽ～「楊蜂．二莞行をは』 s:-.:_-

まれている存在と左 A たが、これは本来の目的とする所ではないc 目的とするのは、いち在、在るよ今に在

ること左のだ。つまり、団委員会の役目の大部分を事務局が行左今ことを内容Kスタ－ ...したのだから＝

もう少し説明しよう。 10年前の昭和44&手どろのサンパチは、ょうやぐ団委員会が定期的K ーといっ

ても年K数える程一関かれるようK左っていたが、回会議との区別は明確で左かった。この区別の明確化 副長

B S隊

（岩）
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山
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雄上級班長
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鶴
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隊長

副長

副長

直樹

譲

多

J II 

本

山

隊長

をはかるため、当時就任された宮西田委員長をはじめとした団委員方の実務を行左う事務局が誕生した。

当時は団委員さんとしてど出席下さるだけで有難かった。これは現在vc＜らべ熱，じでなか円たことを意味

するので左〈、色々在役務の分担を念願いするような下地が不充分であったからだった。しかし左がらスカ

ウトの期待以上K多勢のど父兄のど協力を得、今日の父兄リータ・ー活鼠K至っているサ／パチの姿を見るこ

との喜びを思う時、事務局の存在を考える時でもある。このことは事務局の活動が暫定的活動としてスター

トしたととを思い起させる。本年宣lj立ID周年を経過した記念すべき時に、本来の団委員会活動を始めなけれ

ば明日のサンパチの団運営の安定を望めないと考え
副長

s S隊
げる）

ここに団事務局を解消する好期を発見する c 7び一

括払氏

清村掛チーフ信輝井角隊長R S隊
（！ユゐ〉
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（日）日14 月10 54年昭和きと

北花山東山ところ
0 B該当者 130名中現在までの賛同者80余名、当日参加者41名。

？ 
伊窃跨11gcP?抜粋

↓ 

0 B会の誕生

去る9月24日当団OB会が結成された。

（＠）~え体~~受との屋殺の的所給付。

~）到念訴え l!l~丸公ρ－定例公務九イ(Jo
団会議〈各隊長・副長と団委員長・副団委員長〉は毎月第 1火曜日（11月6日より実施〉

-61一

に開催。時刻は 19 : 3 0～2 1 : 3 0 
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<§) ,lf]国／レ仏がゑの決定，／
三九•~l:'ゾ rUl!l •v －ム8、・ 31 lil ＇レ引弘司 Uメ、芝·~冷y 守夫ホペレf)V-
グまで・5ゾタしぜきくなフム

団委員会は毎月第2火躍日（10月9日より実施〉



ー、
〆

タ苧牟j度殺風を存 ノ／局／’re
発Jた体Jきf弘、ま？ 等移？古~ 1f!:斗鋳す合 1~えぬr

当日時間割

／之.Jj23臼 )i]もちフをえふ '10:30全員長休寺霊長庭集合
セ レモニ－

P 二の与す信めz38国単Jiえのもまづ妻 Lか） 10:45 c S隊組毎もちつき
十後汐3r;t今回JJ'f女波J 11:15BS S Sもちつき

12沿O昼食（ぞうκ）福引
。岡田カプ問先入局長会ミ（務〉

マグ内．符唱 す長ム久R島町舜13:00：~之さ空
~I砕牢．ムロ．主活T子茸 入矢 14:00終了

成可ラザ

5.S-年度
，＿’ ，，，－－～ーー 〆－......ー’ ＿，，－、ー，，，，一、、F ~・F

2見）事／レ－tへのえの後i沙終.:z{フ?JI
2月末K床をベニヤ板張タにする工事が完成。 費用は 35.0 0 0円。

ζのあとフェル トカーベ ットを敷〈予定。

さ見23日 ：］ ~ ＞＇］九生名鋒り告が ν＼ノ
来たる 3月23日で満69歳K念られるが、丁度、古稀のお、祝いK当たるので、長生を志、祈りして固から

花束と鯛を贈るととを決め、当日隊集会のあるカブ隊κ贈呈をシ願いする。 喜寿tては盛大なな祝いを考
fえたいので、年間プログラムK組む。 (7年先ー昭和62年）

Jl]ルム｛：.rイ、Iレがすえ角があ，
前号の団報で求めたととろ、さっそ〈 κ2机頂飲出来た。 1つは女優野川由美子さん御実家より、も

！うiつはそれを運搬していたYえいた際、 ζんなのならと、団委員の西脇様より頂戴した。有難う昔話座居

した。大切K使わさぜていただきます。

11]素丸公会計の／シ本イ乙j-z.ブいての献度がれオグ
現在各隊毎の育成会のγ ステムを改ため、単なる父兄会の域を越えた本来あるべき育成会とすべ〈一

本化の目標を次年度Kかき、活動を開始し会計面κついてまず意見を求める乙とKなった。
団財政委員会が2回Kわたって開かれ、その報告を了承、今後検当を重ねていく ζとKなった。

F多苦手五白宣主‘）

-62-

」
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ゑ会白井売舛すま，

ォνf-0tの 山：~がし* vf-O与を“のjしId-..L円 -

色吋

l'!J11r〆ムがよゾ窒婚さ成~！
。団ルーム床のじ申うたん張りを4月19日14:00より SS応緩のもと黒宮、西脇、五十嵐各氏担当で。

ハウス摩綬ベンキ担金りを同208~： 30 より 4 団合問、 月限苦E、 五十嵐各氏担当で作業を依頼した。

。新たにテーブルを京大教授後藤先生方より頂戴した。

oカーテンを西脇団委員様よ b取付御寄付裁いた。

。テント用のロ ァカーを購入しとれをもって今回の整備を終了。

l 団育成会話規則の制定についてe

一 団ルーム整備費収支報告 ー

収入の部

定額貯金より 81.696円

新年会会計より 10.0 0 0円

雑収入 4 5 4円

計 92. 1 5 0円

支出の部

保管庫 A 2 6. 7 0 0円

同 B 2 8.0 0 0円

床張り 3 5.0 0 0円

合錠製作費 2. 4 5 0円

計 9 2.1 5 0円

各委員会で検討作成された草案について協議し、制定すべ〈案文を公表するζ とを決議した。

諸規則の種類と実施予定期日は次の通り。

。団育成会役員選出規定ー昭和55年 8月1日。

0団育成会会則。O団及び育成会会計規則。 0回会計付員lト以上ー昭和55年 9月1目。

-63一
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,,._ s 1手 Sr~／飲食今乏名と ／が。 μ～~~＂）果、lが
と計〉サー主ら〉ぇ表気為 者荷主与一小島局＝汗 果乞券付

？ーマ＼］、名：、rt倣広解剖’
前θのキγτ7aでl人で 't.."iltFz・ljの ご乙れ.i:来1n!Jマタ18のえ任でみ数人てJ
C こ3でグれ31>/J"＼’ ニのメコ今ニゥキE 、~vr タ 1:_1)3:::. (Z＂今341句は
致問やた／．ー ピ自信乞拘 7之宮浄ρでき3年

学問－Ji~111ぬ天授充晴
/.j.:iベヲユ1ゆ五t~~.ム司臥則ゐ路.J.....1•府土

タワヨ＜J:Jij.~1-:. い 〉ドナし C'C'？ていl-i-JJ~、後ヒ l之 、jEえ切 戸♂たので・
人多とまι？くていわ3・ー (f吟）－－ノタコ抑ヲユ：＝－71歌h入3Jt-JJ対
白何よ主今ギヅちL、手包t↑：呈f

戸じロヰシ長，i科f,._イ竺五，~ 
私

主主入 14. 

迎訟欲しい人、 あげたい人、知れ！！別室

割＊ス ガウ、．ュニ 7 ;tプ ム、 1ュ，ク多記
却のス力ヴ、用品K限ります3
訴事期間 i/ l～ 8 /31きで。
さ＊連絡先 R S訟原へ， m 231-g552 裂
芸初ローパー縁・ リサイク咋員会より別損

（乙き） 問｜斗日（杓～！？鼠（B)3 ／~白何
（ム放の仰の＋仁美函＇~F 芳、北町下才そ移司フfJ、、

日常夫生 七、：：令
炉 I-~~·'3 ゃいつ d・ ロミ／今’秒、
人シ－ 骨格 れ句h c «；泰孝：ち~勺ぐ
〉少、~'1）~~7次 、 百ラ~~~~.ち今
るがいかヂ（〆ρ；0dO - ？へ~-s:
③訪？み：：~~~がみが~". 'o) s・ゆ・ ／ 一

＠静＿！ I~~＼し、、ヴや、ド

③》？、込私も？ ラ可也 、包〉下ねー短！
A'－~ぞヘ . A ／＼~ユ· c; ぎ芝、＇（｛&tQ）］：が日 ーで、・ ...・c’＼ , II~ 1,:t1-v方iワ.＠！l-'A:tw~弘働穐）州場伍
,O"¥」マω、木俊駒田玖＃〉次-er＠豆ヨ椅Jレ
ヤs斗宇曹司占ロ専処わ殆1t納 局Fお荷主
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にゴ6AtJ娘。g〆． 
埼催期日： 昭和55年 8 ；~ 1とj 金J ～5日火！ 4泊 5:.l 野営

会 場： l 金沢市支出;'.1I 莞~lj院 1 大 S 開会式）
2. 富山県上新川郡大山町 極楽坂スキー場

諸国参尚治各 ー第 4 回ボーイスカウト混おお舎が~o踏まぬ
大薮完繭五十嵐達志橘 真一 山岡隆久 小島膚二朗

吹田元路山川裕之黒宮秀行本多直樹山川 譲

竹村次郎井上 孝松本竜太郎福永幹也小体泰之

松本道典三田泰弘園田一之西脇一博服部憲一

前田文彦西村文孝袖間 淳橘 雅史絵永誠史

永田幸司南 康戒多門弘之高橋宏樹佳

服部主佐山内哲雄鶴田茂一吉田 聡河原昌史

末吉史伯 似工戸7均クト gjb 庁ごーイ臥ユ0..；もリ－－？＇＇－￥~多元ヲE

第27回京都キャンボリー

第 8回北山地区大会
テーマ r激れ！！ 我はスカウト』
一一互いに知ろう，北山兄弟スカウト一一

開催持摺 昭和55埠8月23日に心～25日〈月〉

開催場所

ヲ月6ほお阜：式か実方乙似る。
カブスカウト球 ボーイスカウト蟻 シェアスカウト隊 ローパースカウト隊

隊長下坂紀一｜隊長山 J11 譲 隊長本多直樹 隊長大薮俊一

副長入矢徹雄 副長河原 昌史 副長鶴田茂一

II 榎 本信也｜期補注tit_乏ι
,, 
小松耕二 ；主事吟ム川和えd

，， 
山 川勝也

，，． 

R 1Mえ 78 完ぶ念~λ侠t~Cr~f;主 治ゑ鮪キ笠

＠／／局 ／S-EJJ喜納ス約ト孝久史詩h~－t(Jわれ ~o ~~特絃

三三回行幸ご索内
ー・・園田園．．．．．．．． 
・・・・・・・・・・・・・・園田・．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・圃．．．．．．．．．． 

ヒさ l2が‘つ 21 にち 1－：.ちょっ 7>•'

ζこう

ごご2じ～6C:

毛ギ‘店、橋到，為ピ

さ旨g、ご家抜方I事

4一%ト300肉付前｝ヲ金〉
をおIいも也めすぎ＼＼o
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Sb:牛4)!
（／アr1.年j

方l回安防必員募ゑ／
4企

団育成会賛助会員募集の案内用紙出来る！

今号団報~.賛助会員募集の案内用紙を添付します。台一人でも多くの勧誘をb願いします。

さらにこの用紙を求めていただくには．財政担当委員．会計．育成会長．団委員長．事務担当

まで連絡下さい。正式領収証は後日送付いたす予定ですので．各自仮領収書を発行下さいc

回報33老Z‘

S-61h乏y春、内
、俳
--1 
伊

$' JJ 30TJ ,...,,_ 3 / B " 叩ゐめ e

パイ隊方二／ミサイU 、~7 突必／
冶 ーぬい仇、 努~，，，＿

ル J段、 番号会＂1－~／ ~：~：： 
与総。 マル マポ~：~~~~~~~：

ム．‘

幼易丈命頑）玉T恥主λ；よ 予九忽

117·、原尿族紛飼さ佐~／
ま空μミI 7<f／傘bJ//(/.9.

＋弘之／8 カフ判，1ti1fi! 
。汐ア局~c)..泌劫俳 句

〆／ ω 狗 J_' v~~ ~~~！2＊~ 
’t例W戸句、川，，，~－·拶均吻 ’：：~壊建ぎ

-- .称、

/If？／キ

く広場y
－本勢塁タキ攻7あ、‘ttの

協知s-£1手羽マ日
～108 

B S隊（山！｜｜｝ー 8 7～10 滋賀県饗庭野で聞かれた京都キキンポリーに参加c 初日からの
雨のため．ヴロゲろムか流れたハ．泥の申の設営て・スカ内トにはかえよ内瞭しいものであ円たが・よく

自主的にや円で’れ円 他団との受流tてき・また固定キャ J づとは違戸 Tこスケールの十きさの由か

スカ内ト自身得る tのかあ n ’・、 と思，て．、る 、
（場跡4署内州議隊長約zリ
-69-



シユ7隊~6算委L奪盗径がシフe
7jjょ61Zl～gk)ケ臼

芳3四九悲運しシェア丸会参加
s S隊司ヨ工多i - I ~6～ 8 I 第 3@j北海道ンニア大会に参カ［，：室内SSの呂三企函の大

会でもゐゥだため．『ロザユム迄行mi等てかt;I）の問題がゐったか．ス勺内卜§身にと っては得るも

の も 子~；？・ r てと ．壱 J さうiこ北海道豪雨によ p て交通が断f二れ帰途集結出来どかった 二ともゐ ...，rこか．

日娘一憎しけ切禁：該員長持率グ敗報告よy

〆ノ－~，~~；<i－~1＇＇~~冷や令コウ
新 l~B よi色言、支流」ノょ4エヮヶト l坊
＠カ7＇、／」乎， J、ーィ

川 崎ι ’ I~令3易経？宮司ず反才翁IL.人 く野午5珪〉
IJ、野財務椴 くコイり

し ／ － Lオ二男 rLt多桧乗Fを8切身憲一くマシ九Y
＠ コ、－1／＂＂＼＿＿＿ーヲー ~~ f r'.-:rl司J!,, .-~ k又フービモZン》

向k ’向k 1~%:t ぇぶJ 3-'fl及？＇－＇ [ ~＂＇ ＇／グー》
弓 は良好 ；乏ー~可t之J Kレハ。ード》

＠シ／本ヘ~0－／渉（ム、河隆久吹田丸路

cs Eま（；：さ：｛ I - i 30～ お 2カ守主 e J ヴ＇？.－＇ .宍志望玄聖子：.·， 会王子 セ J ワ ー ，：こ て勺二・円 ：~

主主J京の 1t1iュ包の為や ． モ語教育セン守 ーの或定事項等によ •1 .つロゲラムのー 起を変更．まには．治

Jヒニ来：；L、こい今銭.t:t；＂）＇， もゐ っfよか．スカウト全員出俺のも こに意表め弓キャ J 『てぞった

十： 食事 ~ fれ金：二 ；みヘ・おL 、υ 、献立でゐーに （場事え3持よ＇）下政ιs勝義務おI) 

/0尽／7EJ 瓦］意点冷伏ム間後ノ
〈冷永桶拶》

＠方プ隊 隊長手交~信どJ

＠~.： ·－イ除隊ム）＇I後

φ 予 ~-r 飲除去かの＇iL桁

＠ロー／や~隊長久荻仏ー
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56年同もうワをメ怠変化／ -Ann~ 
一／／＼ロ＼＼

百符脅！存材すなふ巧 uサ；，Je手
つぎのような寄）~qて ηζ~~σ、夕
5戸差σ守契イ要eしてイ可εしてち 守t;れよω＼

ま志

ノ脅の！？白~集金 L示リι~1-失

ごご2じ～4じとき 12がつ 20かにちょうぴ

ところ長休寺 広場

テーマ －
圃
よ

8

一な－んめやサブテーマ

DSう6
ROVtQ lnFOQハATlO円
2号 f Q81~ t十月三ら8（向）初写

手旦当： O'j:1ffi・p五~

ぐ予も事乞さえ寺~ι 〉 斗宵 ltBゆ） (q~ ］.O- 2.(: ~D ハウス喜保
LD ttr孝弘 正b何ヰ芯文芸~~.ふ11\. ~~1季・ 0℃a ，る十月急

フく！i:'P本~·I僚p由る＇ I る
白ひじ問、つ

叩Ob mη白骨、ふ－｛－·:J~｝t-tも日中る言伝r!J z .. ，ミイト中。新号動向泳、
秀吉ぬ零A宅拾しれも争意l平0 e寺忠明。向。 4／，~ LCJ: 奈ヲ；：~ 入3
式J （；•‘柔~山続三i－· ‘1tザし乙てρ。 3攻撃ι古えな，Jら応tγるつも＇）＂

c S隊 コマ回し大会と展示
スタンツ・ソング

B S隊展示．スタンツ・ソング

s S隊のみの市．毛ギ店
R S隊 TheN anminyaki .他

育成会 もちつき．福引．毛ギ店

Dでθ

何年.3J1;;_70～;i.Pa 

< '[ ::3）色非売，~－~手村立、の家」
＠利

守d包 -1J..:寸お

ゐサ'!11f.手也噂藤績 も 犬i~

ズャー三いへ

ゐ -72-

きめ c~/to) ？.－・が）I ）バヲ~＋·°' ，~~ ¥-，~%~ 0 ・4t(t;刊:p滞納4'";,~＇Tギ
畠応急局、~i尚Pよもげる向"l: ういさ・・） o 4／｛？三会l読手ヒルて－：.9 ‘ 
犬写z・11つわり10人らす らふ了ちをやに :t1-c,~~ ＂ 〈守をお手）

む~吾l：· ；討を1・ 1 ど什口、、r~o 斗んち竹干をを問℃よ~1..._＂－、オ、j 工ラ字ちラン
壬 i①E仇日仇~.~

ら、ら？？込予5争-bIι乞3義ザ斗乙．立ム、つ乙さ1ム‘しt、e ぅ3わ、かいて5ふ

球砕けl ら究委均Zずえそ町 ？：~ ~r-7刊~業開~＇； ＃人~1;-i乙
ぷ， \t\.o~也叩 -z··°"~c B.: f ~ tつまま寺J,t::lt炉、、 げた称号）
ニd つ＇） 'tロi・・ －入品郎、2勺で O\"Z.··~l,~件付i~＂ ·l":.. lo)c 
ひt.'1 °＇人三乞まさ3ワら （~©仇人 rf'）~ ~さ芭 ot.;z. 昆＇P ぬけと
：・‘さ~~ラ＼：.をきレ々T：、、。
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（寺山小しはい。 T言内 Ur／，~ -l官 八匂イ＇：.I（弘1秀二季～ーヰ。

、健搾るj急 '1.，もよリ；.~あ：：. i.・9うン向、ヌすり沙ゾ7o「マ2カワJ Z街ぃ、メヱ
三~－dt科0 4為？ミパ手物れ－でヲグ、、ち。 夕、リザめたい矛＂＂r~

手二？事 ヒラ也、咋1午1 し予了τ 。洋うる l手昨~＂l:· 午－わ~~1\j0b＇＇）示称
1:,事J寺崎弥ι字t九 今れフ得l~入る人 1玄ぺ亘る j ミザキ•l芝ヒ'tラ，
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日昭和57年5月9日

時午前 1 0時

.y!,,. 

Lふくル

ーーカプ－スカウト諸ii,

ポイ・対7ウト宇務手話回ηチ隊

手マ；？？〉／マ子”
完ココ＇！＇ワ H

モーソトー：拐さ，さらい
をしTよい

,r ~＼ 'til".；骨-L

今将ワ月l志！フ．わI＼－ケ．危コ‘ソ
しIf：：し1。しlつ屯i広.Ji＇母さU>作？てくれた初）乞．あがj

~~竺ぶうに食べていき iすれ.r:＇.今回Id=. 作るの l手．急たちr=o
ー初来ヰゃ．作ゆや．をm他．いろ/Jcみこと色 ~3み Cl...毎分巴ち
’Mラ’』也、‘ 2う

にゆ、白fi.いごじ~ん料提色命力投ょう Jt をれlエ、
初、．ノワ以の子湾政のダ．
・－．，
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~7~及脅威t公然ム
ル IOJl 16 Q開催，

f訪問リーダーの承 I T 
新期リーダーを次の通り選任し当団委員会で承認したo l副長補は隊長選任の上回委員会承認）

c S隊隊長山川勝也副長榎本信也石原幸一良福永裕子副長補井上久美
B S隊隊長西村浩行副長入矢徹雄五十嵐達志申西浩副長補吹田元路

s S隊隊長本多直樹副長山川議南部忠之 河原昌史

R S隊隊長大薮俊一副長服部圭佐鶴田茂一 申村三之助 t以上敬称略）

事役員の選出について

団委員長に西村泰一氏を選出し副団委員長に河原幸一氏下原紀一氏，団会計に高橋美知代氏の指

名を承認する。尚顧問に小川先生．育成会長に申川恵造氏．会計監査に園田隆三氏．西山豊太郎氏

を選出した。また新団委員による役務は次の通り分担する。｛敬称略）

〔財政担当〕宮谷洋子桂年子福永由紀子黒宮富子

〔野行担当〕和田喜与太青山亮原田保夫田井申正信小林光子竹村満子

〔進歩担当〕宮本明隅田 〔健安担当］西国久江 西脇香代子

〔組拡担当〕下坂紀一（兼任） 山川孝子 山内哲錐〔指養担当〕末吉央伯 五十嵐美紀子

続安内均金元5弘前‘ ， 
- I Mtr1~ム tユ F

成会費及び年間行事費納入につい

従来の郵便握替口座に入金する方法を改め銀行掻込に変更する件を検討した。乙の件銀行援込に

変更する事で団委員会．回会計民事務手続きを委託する事を採摂した。

づじム多色乙ふ？アラリーー！汐ベ

（；. ~f依〉オ宮、んおJ争ミ駒井L -!' 

問州制（と.，rJ 

対斜毛嶋崎村~~キア）－－ 、

Irr努：） /I A Iザ
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 団行事プロジェクトメンバーとして．申西Bs 副長．南部SS副長，石
原CS副長．福永CS副長．服部RS副長の以上5氏にお世話願う。

出店はおでん．た乙やき・おぞうに．うどん．フレンチドッグを予定し＇ 5 0 0円にて食券も販

売するo （合ιほ・，＿ ~.2.~ 町〉
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'83カブー良費全キらフ＠
「史ご雫 戸？～予イ協的~1r$ptJ則的拡釘
認可』 「久江ムいこ叫／広 b易J
ι、の金‘伽

$8各..1 .. ・・ ，－イ隊夏季M ンフ。

れどん以
I ..J f V 、
〆J ／。 す局附 ~7野~，"'J 丹後町，1－脇

今〆 )I ＼町 ~：：：；..を 3包てム η7・7マ勾εJ《

戸窓；主砂利？考h倣入久ずb 械為拘 vJJ［） 川z栓 Mυι尻，7ε~ 
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>33午ジf袴に ~ 
~~.i左名E

s sa撃・・・本年の移動キャンプを昨年と同じ形式で実施し， 二年目ス力ウトは横浜
39団と同行のア メリ力派遣キャンプ参加を今年の夏季キャンブとする

川4ごづζゲl 料何1~~~ ,, 1下す~ Iも！‘将守..: 
LL.-:.; '1 千ー 心γ

ー 多角ゑ色ノ互臭ふ

i；；；ノ：；ぷお；：ニ；；z：のi：：：工~~市：
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Q））δ 一寸、ζL
J、、－）＂＂ QOVcQ l円「OQハム了10円

守月号 S-8 Sfヲ月 28日（1＼＜.） 弓出
担当：／ゼメゆラ

9只隊集会級者
10日（主） P仇 6: 0 0～／／ 臼 （日） Aみし 12ご／δー

走伸之二風 （l判）＼I河口；古月岸続問） ＼代

o j:Vヰ 犬萩隊長山）I I JI奏、岳村 、午、設、依田

ρ7凡 I0 _: i/-1:, J.J' ／...う小島

斗-l11 ＼み、月氏告予

合計8'；も

①々議）'2入るミtt、タ伎役 ρ併しふと 00～？と 00 
スラそマ キモ：会う、 7o／＇ 、 ＞：）？茅立場－ t}~－切用；定して く けl.~ ＼乙思jを
け結衆7 伶の示、？震をア人イ仲良く一子治魚川、ア弓。
①メ主語義く らしqご 00～A"n」 12こ1S
き先週

~－＇長外が鼠倉帰国寺援も
散楽々との及必ヒ .t~ 負

／、 芽F玉名

（／）湯河急アメ リカ見角1記

見んビ 句／ ，ネへり ま ずlb 日間て昔 。 前jf｝時間1-j 片道，9 ~奇問 、、
商ゑの慢＼1季－（＇復路 l立花1-i、 り＼リ ． 保路i古屋1~＇-0＇ リーごし1-i ら く ）ま
t／て＼ハ？に択党当初l手8ラ泳巣々のすぐ、後て、分ぜ1をひのそめ

て議しセ？っ反対ぐェ又井戸吠悔した。一以下時ーー

t2）γやるヤ霊式見南1義己
引っ～ 3'I誌での：／夕日間．中村三九柳橋＇J長、乙｝ノ偽イ、し1宅。神？プル＼

ゆ~でラ時間イ叉ヰ〈 ー－以下略．、（

(3〕 褐ふのめ使兎聞記 一誠治一
， 
-82一

//J}!Jfil ~料教思喚問佐ノ
L/-B有持！魯忌f衿がを 1ベ

キ針字、ib~令

r L~ ..,.a(f ‘” 柄、J 舎は／ f叫r~~：－~
1ヮシ危 下玖

m・10巧2臼グソシパー会議Iニて5昨 10 1 ＂＂~＇.:J..－花喜久 h-四
た。U二来期 4!ii編成での新しい地名を 「帥J：ーん までの年間プログラム手持品

一一こ二一定した。 （fl•·ι年九 ω 。三 1城し
，~弓 りI ) 

，，~七忘， ~L忠弘パ、1M＇ハごいぷをごる対 II判 d三

次法、 1-:.£..悲鳴ミ北九回令負ηルル（敬省、ゆ 〉
（碩問）小川｜玄諦2 （育成会長）中川患i乏3 （団委員長〉西村泰－.，（同副）下坂紀－， （回会計）

高橋美知代3 （財政担当）河北，璃因。 （野営 ・行事担当〉 ｛怠岡．玉井，青山．石原．白井中．

原因．石田．松本数．奥田q （進歩担当）宮本．山口。 （健康 ・安全担当）丹羽．西山。 （組縄・

拡張担当〉河合．黒宮。 （指導者養成担当〉 五十嵐． 山川。 （以よ24名）

／乙局ll目
!i 

隊長 山 Jll 譲 ボーイスカウト隊 シニアスカウ ト隊 ローパースカウト隊

副長山 JI I 勝也 隊長 南部忠之 隊長本多直樹 隊長 大 薮俊

国l長檀 本信也 副長 西村浩行 副長河原昌 史 副長鶴 田 茂

副長和 田 事与太 副長 入矢徹雄 山 内哲雄 副長 中村三之助

副長末吉央伯。冨IJ長：繍 吹田 元路 服部圭佐

n 絹沼田~~ ム >IJ務 乙
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i月のテーマ
正月とる往汎lぎ‘家姦て愛しむす

ごろくケ“ームのあ、bしろさはー設、

あげましておめでとうごごいます。 1でb差の中にどじニもってをどいで：
1¥1 新レい取むかえて、ことレ協何をゃいでの協すごうくを三泊。

圃圃圃

~rr-ヲ 1 t::＇~明 君主V

ってみふうとぎえていますか。先月に＠、 j。孟守＝款のとち巾う→追を働

新しい組長・茨長bみんなD、う釜ばれ、 k。芳夫＝すこ両ろ〈ザレムのこと
また新レいなか封、力ブヌカヴトにな ~ 。縁毛－~A委主総謀長毛）の、考のか
りたいと、和之入って絡に執してき ＼ 竺 1全土つまゆ、端読
ました。 そして、きょうは新しいカプフν石ωフて、新しい縦一めズチト
です。痢刀、ら何きでと1：：力、く新しいので~J)、らe

そ札では、新しいものぢげをすれlet.~恥のでしょう刀、？こ;ft~で‘のこヒをいしか
げμごして新しいことば力、りする人体、で：きたらそれで‘あkっさと：・うてもよいと考えJ

ている人てへやったこゆ議につp、なL）人て句。自分iこつつ”くE-=fのズガヴト！こ、
今までのことき教えること刃でできなかったう、もうそれはカフースカ勺トヒId:い九な

いのです。

省主スカヴト 去三
ふ館、τて 、 てしつ

け%宅、久 私立凶わゆ
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句集後記」

之D周年わむん秋永：。、ヂj符以ての$4.k啄吟

芝きさまδ活動刀、反喝さばしてきた。 マω主治刊汝えの

物久'l.＇巧じ｛二、錆ゑ！た＠ 沈悦刊が持許てあフ付？
でなくり丸オ易／）＼ "f~為でt 灯。 げ（ぃ'5Id・[ IF)及、）~寸

ラ集凶りのが 4月れであい、削的付、ぷふれ

さま b'Jた幕である。 こん三！才縄本活点人刀吋丸て作存げて戸市〈

（白系自角〉孟苅 I~ 局、椅主示、足吸い｛五／会歌斉ん公の競fv
i二グメいこ、迷込主志、タヴ Lあψみ“玖l付。又何 g，乙勿7，物

カい防、五J、）』）従来切ぃ Iv万、決初玖（付。

之夕刻与言い込先ヂl功会ちが－あフた萌）／11ユユーパ均$t
j考えて小、似たボー－

ι℃えゆ Cl)~"IJ対珍 7°t－特集 f干す＞7句 I苫あ’グ~z.ιoソード；薬〉
格）サシ／＼oテよりハ敬仰伽級以乙く58e-~介〉
\.3） 俗 ti~ 物件玖f：急成冷~.l)i 均、煽議ぺ九シ〉

なじハー－

L札湾局げiヂJt_蹄表れわ山ヲてほヲムイ1シ／
ス8ウ｝づず淘 D~、ワイ～言、るがう官乞誇リ編集 lt;. ,i tJ＂~ 良g、
；存のではじめ。 之tあd海に丸Jの
及ご， ~I／ノで及其ヒピ t t＝検司重ち？て、、〈手乞 lυl ） 

JO c_/，~ 

＃ 
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3B国 25同拝記念、行事
愛偽事会忽織女－

（去長j 小川玄訴

く番強表こ〉 中 nl 竜也

（実勾を員長）tlb何本ーー

（努守護咋簸）下浪記－－ ＝~締運務費長
防脅都選潜を震！

（秀タト〉 山Jll j孝予，五γ崖し美紀与

がめ原田保久

（俸を〉丹羽乱

〈賛行〉飼料五倍

〈現放〉晶橋知氏
（出版〉山内すよ箆

(qす拳都l
さb対予告符

（副都長〉 山 Pl移与え

くそトヲUプラム〉

（式興〉ヂ与フ知見踏，傾斜せtλ羽：泰え

（犬替えJ多7r.i.Lin l 勝也ゑキ差換方涛龍夫~~
｛ムl弓J1J裕え

（メインフ，D)+-7中泊三告，河村次郎，拝上考ー

は予言竹 中逗Tデ吉
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さん t！＇ち 30年のあゆがをふソがえるという乙どで’

zo周年筑－のサンノマザチワー？ , 2s局年誌のあ！あと
を綾刻するヒどちに．お～’げの 5年々？の足跡、き加え

て． “サンバ、ソチフーク 例RTJI.”左手を刊 r: t 1'て。

じれ I;f. i盛~のさ包会：筑. rr｝敬礼μ 系保~で・あ ！） jす。
30キヒいえ， tl'.~ヂ a'Jリ長ぃ年月です， t1ぺF
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日召矛口59全手 5.J=ヨ一一日召矛口60生手豆芝

( 198 4年） (1985年）

副長

西村（兄）

吹田

27Jb 中村

~白石田 ~う目下域~目ム内匠多目 R島田
日ri7'4 白身目 白骨脇 田均苦P

ω被初ウト数 28~＇·:9-iま億二~~；可共事戸二事J今it：.~号・ー・・
国松永 E珍目，i、野 lm白田中 0>目務匠~目三会場

回会~;a.- 臼時回 日本野 白書b寺島
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マt"~. L -tr .A:Jl.W. ~ 
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日召矛口 5 9~手 SJ弓一一日召矛口 60~三：：.：

s 

{ 1984年） ( 1 9 8 5年）

s 隊長 副長（59年度）副長（60年度）

本多 河原 河原

( 59, 60年度）山内 山内

榎本

ノ

$1：犠ス例数f仏国履きP
巨豆う目ゐ脇田三回

E豆ラ目ti7~ず目盛田

60毛皮mゥ時過c11h 
区豆ラ目秒周回粉k
陛~田章1 日畠穐

めざそうグ

’84--
MlpP 0 

和田シコースヵウド大会の案内よ｜

・開催要項
・名

・期

初t

間

第 q回シニフフースカウト大会〈日本ベンチャー’84)

昭和59年ア月27日告白～8月 3日程笛ア泊8日

・テーマ 「宋知への郎賦J

・会

＠五志位

場 ｛句｝主会場宮媛県白石市南蔵王w麓
包）活動基地宮郷県および近県内〈ブロワラム網替照〉

’Hell。小昼』~~ 例。～13 4・豆島民ゐ・”τJ
サ7《ザJ'1v4'夢、駿

ゑ司ロス刀ウト
~痔ず
場切
毒】

高己犠
．往
こ向付・ン旬－ 3千τ・
あ場;g ・~－注心
口・で小·6 う 'tJ~手．積
三レk

広 7；，フユト詞企

~60被 ぷmJ:_,wダゐ 幸命きも

%～Zl 急経．
合第~~1~

色井， リン’ソー 'AJt.
’奏、界、戸室続'" ~mp Sprin:J 4-/J l'V 2 

9イた3及dJ
〈皐征aイt司λ7•a3-'Z..／ト〉 4Jl 2'7 e 
・紬岡〈令ゐ崎県.t.1－：つい τ －－－傷-z;7・D~与？ト〉
·A伝作 (A兎家集拘 ~n屯且手兵皐）・下攻〈ぬ森内ん付·~＇；）・・τ 〉
・h田ぐすt1－：ヴ・－τ〉・向島（企μ 庖§：＿＿ 1 －：.ヲい~）

・ム内（7;Y.・ト鮪生.v&41J;-o九·~川〉・芽生（リγフ－ 1－：.守いて〉
・ー南一（.＜鼻J/11，.早・守行争 .t..AF－・yt臼＿，.！＿＿＼＿＿）一一

4危汲《のs乏征，i~寿町、~年夏汰永の乙乙であ，k
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月辰野~－－怠
包z草地チ吉丸、

宋，1＂＇穆足先，，ヌ a方、．イド
フんが’ iifJ-~ん T tて
紗 －）..-r V"' Tえ．

!Rs 隊長副長
I (59, 60年度）大薮鶴田 d敏文妨ト笠η危十ーフ吹田

{,O年度 M併殺:20), 十ーフム”！局、服部 可－v

中村（59年度のみ）

《昭和明時a持品》

~－ ®Ct手法裳まな、J② yo~＇~＇J ＞予門寸つも~sQ 輪；：： ＂＇＂＇・Z為J三島
③W イ，乙l..'Z. ·~ 'l亀.:a.～t..・・,.¥ 1，。

－ノZつ~＇与 ら完bれち歪竹-r;井／｝く－ 17'のη0*1『九 fτ？手旨争帯＇）：：..• ）~字エ．引明－~多件） 
① 」ゐシれ手弓’乞忘ちl芝τ沼中＝雫吃；’、、二苛引 ~：； ワ~.，お芸 ~'2乙キ
ト勺『．会子てτ’ （~守乱つ... ·~」．！勺ν 〉 ． ザ
⑨ お%不可ぬ郊でトも手〉芭手三♂ι3れみ （久喜宮主 L ふ＼l\ 内幸にあ~e-1) ) 
⑤餓棋をつ…3いたで亭にとI）主主必， Q庖8CJ9
③う守q ο． いl三汁季a一込ぬ仏G主z三益也可＼ち会Fシ伊．；急ら玄dた
≪ g芭去060等t三fO〕lt之言〉 β 〈ミ 入

白岱，1r~－Ll色合Z・‘漕！デ国追 わ金三

－， ．．． ・
、ーーー と

ゆがしけ乙
なニ、やがに

f之の Lく
しんヒ 功、も －・ －・

サンノマ十年；忌れスコ‘ロ
" Lわす ）＆ぬお佑ァ

。日時

。プロケラム

12月23日（a)

'1:00 
9:30～12:00 
11:00 ～ 1.3~00 
I~ :OO～13: ~o 
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照会包レ毛二一 ア口説冒司
ラリー
l>f..1'.oレもa ぐ，.7 庁、”，~ t 5フ
余f)と閉会也氏ニー



日召矛口60三手老k.－～日召矛口 6 1 三手三主主
( 1 9 8 5年） (1986年）

cs  隊長
平野

アラモ

-94ー

BS  隊長 副長

山川（兄）五十嵐

中村

福永

ス方ウト敬27Jb

国忌B ~目時中 日ム下
~§l;;Jit. 目入矢

§j}§J.1.-ロ回今井

医診国為穐 巴1iDぬ

新入隊買 ...1i島村．十稜か紡，河北．き~l'I .将司．乎亨予

領令〉ア）•. %1. 8.叫～18
F玄..，県甲噴落下イま葉町

ラーマ守棺ー主主A サプ・5鍛えk停を熔わ方、ぞう」
手足念像勝汁今列主

。来事会誇線
・7ラ1t.テ斗？ラAt-.fら，＇＂＇..l7tん1:.・11:.k (j司1ι）
. 4lztr.'r ム ·~，(. kら ヤヤモ官邸手tf局）
. ＂＇科副長‘耳元~ ~-r1うる人 f-:"'t~. 1':.f丹羽）
・効r.ir‘11作Z巧fJ... 'l/''/ ..... .,. r~~o九氏イ下地〉
J’ 

P R Cl r: R ,¥ ~I " 

自れ，，.て捻壱：1t1¥Ill百円ll自信八ll o~ 

~為企鈴事事ヲ？マ
. -t ＂~草寺・τ・雌f恒例、. T~ ｛ゐ偽〉
・野外；料事fr-~＜リii. ・T tを守k".1'~ （.ふp)
・1、νJマサ. .,. .... ，奪＂＂Y.rJ・1-: むういいZぃ fあ梅〉
．‘j’p三Fら＇%S予”がわ.？当ブ拘いお＋u屯
何m・2 レベ~.v..... ~易＜ T .，ψh・毛うほ，，

• ¥6守1'＜ん I＇： ＇＇~., ... jュt... ~ ..，.，.，.・的(A¥高島
．も，凶おの 11l•I) 1. フ •f ~V' (!111i 
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日召矛口 6 o~手老k.－～日召弄抱 6 1 三手I
( 198 5年） (1986年）

SS  隊長 副長 、スカウト教 14.ゐ

本多山内 巨豆ラEl~：永. El A>田
榎本 巨珍回高橋.Bム内
山川（父） ~自在．臼ゐ身動

タNJの年（’＆6.7 . .31～8.&) シニr7'.'1Jウト志、ぁ、十七レの夏で、し Tて
芳、若干手5隊 lてJ与は （上ヂ！壬・一山内，7多ィナー晶手島平川）

。つつ＼、て
Hokka¥de>丞村正 ～均マデ’
_J"/ - R, .sf;争
豆E r--5ぢ之、／~〆Jノ川J~＇）%、 ι ） / -1f-~n! 

HOKKAIDO i乏征個人フ・o；：~ フト

－前橋 （先ラ品乏の片ノ差~E1* も 〉 ・ム内（:lt-5品止のA憂え~｛呆う〉

・三治初動（稚内ののfrA主え〉・広1i<.（ ~!fl~与の庖え）・下攻後勾 a左足〉
•,hill （迄~f予盆 F也lてづ、τ ）・ヰ之 （伺え刑務所 ！大 づ・マ〉

・耐脇（多Hゅのがむ・田中〈ソゾ＇）－ の停

%ヰの日曜日 r:,4 

ズ級 G-. .S よSt司 ζのあ叡~

イ寄：F孝次氏T
一 念及Vう丈だぎん J J1 f' 

tJ1rrI勿、家l11'. }", .P 

ヲ切り~s・J 、＇）－t二
,,,-~ ＼んτぃk
,. 
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嘗主t-1~争犬、
予I+ ネ市周 J奪~

つ%ワヌcoy＿務〈
（噌£萌（＇）

手4英司議~110
私永陶ti.A主ム肉

lR S 隊長副長 スカウト殺 fお亭ミ｛弟子〉
大薮服部（父） 1'7h 十フ｛勾閑（欲的

鶴田

令5~~犠O[}f,)~込DdJ
i急主 主寸マうト γ 3/o モ 、 、 ~81-Cl¥ 
しで、も／ろ（ミ 入？らで＇＞ lot~ 桑「事 d

コーI(_ Fら（+c:.主主陥為祐司；

高~I キ E Z斗手！子，つ 得手e11＋す千，？ F乙ヒリ予と~l.乙~i二
斗ふljl旬 、'i＇之 島1干ゃん手」）易＇＼も αを均
t~号三わかJ-1" 九9-,,''/ ～待：～ J f言、ω点、文」アく抗均？
山い）怜 ・守る ふも曲、、芯恒三予ヲト Jご千戸 （静1を）
をあ9ふるつい1二 tもれCフU

てケ き ー，ー、－
<--

-97一



日召矛口 6 工会手宅k.－日召矛ロ62三手I
( 198 6年） ( 1 9 8 7年）

，ー

-98-

BS  隊長副長

福永山JI[（弟），中村

服部，園田

新入所夕、・・今守切島，藤持， iJIB

ヌカウト敬2+11
国小野 {ID 目河北巴 •a-1

fil> §1今井田味E

le>国井羽田本主
~熊．谷田新｛車

ユド＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
＊日召来日62 全戸主重Eヱヨ；：，SJ~詣f'!<J.:)：：工：毒手踊61年11同 1 円～繭62年10同31 円＊
* __ ，町串掛・－－町魁町町地也、山副都町南創世‘泊施－閣帽、－－町＿＿＿，旭町劃臨調町甲劃掛軸相暗暗品調凶血相幡町晶晶幅四時－－－幅四世淘 ＊ 
* 4 ~在毎日長受信をじっ乏手ネ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

鯉班の名に終止符

色里亙!E.
誼畳・今井喜明

盗塁柴田信之

査包圧

座長河北孝平

盗塁下坂英世
板谷、

千種、 西脇、切島

；野牛跡

庇藍熊谷輝彦

盗塁新保伊一郎

義
周
－
田

雅
敦
一
菊

羽
吉
…
凱

圧

丹

末
一
平

一
血
眼
健
一鯛南、青山、

河北、吉川、藤井

《昭和62年度BS隊参加行事等一覧》

繭61.11 第33回京都C第14回北山地区大会

括和62. l 第5回全国女子駅伝競走大会補助

括和62.8 第34回京都C第15回北山地区大会

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

《日2ド巨ヨI村 q:)重力き》

蹴61.11 日本国有鉄道改菊地車8法律案成立

蜘 1.12 制服革対同〈売上税）発表で大荒れ

臨62.4 来斤生主J R スターート

第11回全匡統一地方議選・自民党えと税で大敗

大法案・ヂ三上二辛党法案が牛歩戦術の後否決
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日召辛口 6 1 空手三老た一一日召矛口 6 2 圭手三豆芝

( 1 9 8 6年） ( 1 9 8 7年）

s s 隊長
本多

副長 ヌ刀ヤト4段10ゐ
服部（父），

山川（父），

榎本

遠藤

。主えき伊シ‘ヤン；t:'~－ ~:J)tl I~ R深川
A乍フ k 小川先主K Zトlj＂る
〈必霊Zえ主拘フ乙で）

1寺町亀フを
-1-, ~ト勾'f171J ・ ・

3. 

2集令ュヲュラ
I＼、いlえま

あφ杢Eヒrd乙！？ャ
／｝.… 7Jる，.r.01,1.・?

4長停の卒去~.－－：.. じかyテU

ハウスの小宮下広E
， テョイトあげて
r完~1べち」じあ、 いて・・·J l r~ Jo 

1l、ぃl叉主
7ドJ、ょ：Aス主主の

℃守） ':> TIV' で',/Jぜ'/J
h 呼スカウトの羅針盤

力工句史

2. 

4 

告三愛え征 （Ss7.夏1スつい7.. 2四~）
S62. 8 Z.～ 6 能登千島ー属

d与’必ィJiLZ7もジ与フト
一一一ヴ芝存芸先日イ J－右田

巨~
~ 
~ 

目 ;f,回

目ム内

田 tti;,If "11 

11かなか好評Fぐ，K

Jマソコンあやつも

r、4予7
テョAト アウイ
s~主＂＇
ぅ、＂）：え主

スヘロイシイー ヒぽーと，：r

。

J誌がHTJる ヒ危ーヒちー
先主の官官FI；~ Iをえコす

ii_中両会誇認を

＂｝）＇・3
す=-1.｛トの~－~ゃ

与もで三角す
，ト・・lえ1

~~ Lv- ‘芙J事急円
マ玄p••・ あるこコエコ

足主のきい案伊 Ji.'1-:. lかる。

・下核
．，）、事？

r l℃·J争．坊対l 満宮崎·1~骨．忠魂 叫あの庭史．司王望，，ヲい℃
rつる＼ "I.玄 1・.守いマ 」

・ム勾 r，た＊の刈ゐの宿生 1－，ヲ“マJ

．三小場 r丸、号令物音告をかる」
・入矢「象合皇J~会」

・長7flふ
. m i:p 
－ゐ .tL

,. :tt-~にフ、、マ」
r脅匂 J干の今s干也 氏ヲぃマ J
「輪島－ A主官縛ネエ」

,. 
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ンJマケ斗人目の事工ス刀ウト誕生L

山内角丈也芯

Stl 'Yb投与え、

手法資料
〈画提・） .r ') 
進手及わー 者Fの 完~I~限ら・l\ . J多勧
企般にわT＇＼.・J北五号JJ＇＊＇＂｝ ナM r.-.. 
r,0化 tτι今えt11鬼才矢英司じ
TJ，τ、《る

IR S 隊長副長 ヌヵ外教 18ゐチーフ面利支 ！ 
’ 大薮鶴田 ーーーーーーーーー ； 

山内 ・ae~~ae烈鴇~！！RI I 
山副 一一一一一一一一一一一一一

7。Qヲェ7~チーム分掛金載を一一・一一
・A子ーム リ－r.r- ・・・・・ ,iiJ村

すTアり－"I''--・ 名

目的： 今 a ま子のす~I ＼＂子出~~長 ．ゲーム集
点嘉： 敬11:.ザーム4由イ手足
期間： 4月～ （2i/

サ~I l＇.：子町家町作詩．作曲 ~L7 1ユ Uうが

1 .テーマ

2. ~的

3.臼 界

4. ~定tA!nmi 

5.活動内容

8チーム リーダー -・・・ ~4.永
守丹ア－一－－あ碕

a的：1£＠在む：とによソ剖 t:Iユlj_＇杭7ミ酎題tこ負；q~かぜたリ
牢~酢色司m毛，7.ゆ組愚m解決f"~，岨すゑ考にr.r!J
7.<:3.え2シ色勾Lしえな』得報.a.苧虚メA-U,場に LTJ•l

成果：長量民主仇柑功
乏を：~；＆＿＇！＿'6τ弘血筋r乏しtほしい
7..tn•i-JL : 3ワIi!O\ ~上7-lv t..i_~！. 1:..7（古冷戎長~1J

r tお:lt送中iiiしるべ l ’K .. イ λhウト余m~nsr~

E当近な~t山ハイキングコー ス1-:;6~＆ぴ尖化拍動の彼：：：立礼を波w. し．
手＋まなハイキング：－1ースに ~'.l定すゐと 1th：、 .It山の尖化怠:lの命保に努
めゐ．

昭如62ft:4月26臼｛臼｝

陣原キャンプ以－｛骨

s，原キャンプ縫につt.i:がる：3つのハイキングコースの要所要所にコース
家内の遜僚をti認すると共に、持にゴミの般債の去しいCF訴に美化活動
の~Ulli.札を設協する．
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日召矛ロ 62造手老た｛～日召矛口 63主手芸芝

( 1987年）

兄

長

上

脇

副

井

西

長

矢

隊

入
S
 

C
 

ヒつ くつ

凋宕件道L
k，、う 6

ーー か＼く ：：： iK k 主 主.J_"i.，一一

ー
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B S 隊長 副長

山川（弟） 福永

対外救J~ゐ
国~.ム [20§下吸日十縫

医E多目孝吉田青山新~、
新X隊賢一.J亦.ifilる．鮒予白血ロ 医2う回続谷田ぎ宙

S.Gう.3.ル 27 er父兄公認、飢ガレス念』イ~
～OVER N剛 THI附いふ竺Y

C>~歩）手＆ス句さフト パスfi.）込めもお砂j~ !ft,＇筑叉9-v1きり的、私。
じ〉匁布じのちガいの点。泳寒lτ耐九千に新入今あ吟広ロ，f務，J＼キ，射手困
じ〉大吟評f1f1)/J心主継の「免五、刀、νη‘ふ失念』

伊，L

5.6ろ.7. 16～17 15帆宋都キャ〉ポリー！ら帆北山地区大会』

於：主毛川者仲野ヲトラ名争”〉ヲ， 。しのり号l）切々 うl).... 。じん7

~ム念場仇ヘザj締俳句晴閉 l澗l名仲間1-:. .O.C,. 
争τ、dスト〉総i主。い縛．つ1'1)/Jふわらす辱’Yス的ト坊にf・も
向亀r~ちl守色万九じ島久手℃‘の亀のりも色五夜F 純白 P:\1~信的7まか二Tと
がy 縞1－：.危守化副長橋T急の目1:.1を廃先立の3たf勺るうも

君子~l':.-<f { t.J＇＇..，＿，て．み¢、 r
S.Gう.8.7～12

♂あぶない宮P佐野郎ね
～愛物ャ...＿，，7°AT矢美ぅ失～

P史上初f き~1日・fr.ee市川e, ,,. 

b丈妨許rア内〉合，....｝くいJヂ
p総省f豪秀~Ii r'l~t砂J ~ ;i-・ 
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院ヨ手口 62会手老た一一時差矛口 63主手芸芝

(1987年） ( 1 9 8 8年）

父

長

部

藤

副

服

遠

長

多

隊

本
S
 

S
 

スカウト敬守;b
~§＞）、野田ゐ~

E豆否国三身、私自問中

lR S 隊長副長 ヌカウト数 l守点コ ； 
『 鶴田西村（兄） ケーフ ~田

山川（兄）

：的関与M ヰ ⑧ら ； 
j手・3Aキ．服部（"1-Y-l-')1J1J＇，ら＇）帝国。 「日孝色切る1-;1す．日キも恥H'¥.;aじ弘、リ

5同事． 山II) 弟t久ちI~~賞。予~ ·~.:t(~t\J 音色殺’食lをどμちゃん鳥i\宅~f: l 
； 開 松孝（議）仙力t9向。）卒園。帰国役もありヘ山トl地れ、句。 ； 
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院ヨ辛口 63生手老人～～－.::qz.n定ft勾三夏芝
( 198 8年） (1989年）

B S 隊長副長 ス刀外義:r.I 5ゐ
服部高橋 田今井

新入隊員
ム卒.tf1野 ..fじ野：思潮巴．品切守．入夫
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日召矛口 6 3 生手三宅た一一司Z毘定ft造手三重芝

( 198 8年） (1989年）

s s 隊長副長
遠藤本多

ス刀クト毛E
I Oゐ

Dea 1• Sc,:uts of troop 38, 

E三さ〉白b山
(Zili>巴入矢

Congratulations for the 七hirtythanniversary 

工’mDr. Plane who runs”Pond labora七ory”ina 
small七ovnin England where Boy scou七 occured.

Thirty years ago，工 foundthese sen七encein 

a old writing. 

"Anyone who owns’the Spirit of Nρ町 1
almighty power.” 

in primeval ages. ... ' :.. . 

So ，工 wan七 ”

in primeval a 

I can offer 

， 

Dr. pond in七heU.K. 

的イルlo？み， n
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京都第38団創団30周年記念大会記念式典
記念式典プログラム

＼窃
OF=:司妥言言。コ言言霊寵

o~盟主箕 イム方箕~易手易…H・H・H・H・－…··BS. SS 

「連盟歌J 斉 日目

0矢尭 主主

「三帰依j 「み仏はJ

。さ芸 T三波〉 オヨきて－： o_コロ昌幸口…H・H・.....・H・...cs. BS 

0全失 主多……………・…………....・H・育成会長

。『 3 0 壬手a:>主伝Cb--』 －…団経過報告

O:J=矢 :t三多 H・H・…………・ H・H・・…...・H ・－来 賓

0宅兄’~裁支霊客
198 9年7月23日（日）

「歓喜に寄する頒J 斉 日目

0手E耳ミ員曽主邑………………........スカウトより父兄代表へ

舌辛…………………………………団委員長0言身寸
付

戸円

ズ！10:30 

0幸失 :t多…・…・・………………………・団顧問
l 1 : 0 0 記念式典

「この道を行く」 斉 日目

。事詣エヌLヌ7 .. フ ト主皮霊零 7 

0匡ヨ方箕 イム方箕6こ奇文ネし

0ネし 苦手

「そなえよつねに」 斉 日目

ボーイスカウト京都第38団 0弓年 会乾

0医月壬言。コ言言雲寵

首，
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昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和38年

昭和39年

昭和40年

昭和41年

昭和42年

昭和43年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和47年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

『30年の歩み』

仰 1日鵡第30団年燃として発団第2回日本列ンボリ一見学（舞鶴）｜

1月14日 京都ボーイスカウト第38団として発団 : 

第5回大谷スカウト名誉新規嚇参加

第1回アジアジャンボリー兼第3回日本ジャンボリー参加（御殿場）

s S隊発隊 4周年記念誌として”激流”箔予
第13回京都キャンポリー北斗地区大会

第14回京都キャンポリー参加

第4回日本ジャンポリー参加（日本原）

8周年言E録”激流”発行
R S隊発隊

1 0周年記念行事長休寺室町小

第5回日本ジャンボリー参加（朝霧高原）

第13回世界ジャンボリー参加（朝霧高原）

ハウス長休贈答記念

第20回京都キャンポリー第2回北山地区大会参加

15周年記念行事百井第6回日本ジャンボリー （千歳原）

第22回京都キャンポリー第4回北山地区大会参加

第23回京都キャンポリー第5回北山地区大会参加

s S隊15周年 R S隊10周年
第7回日本ジャンボリー参加（御殿場）

5、5～6 20周年記創予事城陽野外活動センター 20年史猪予
大谷スカウト全国大会参加

第28回京都キャンポリー参加（滋賀県饗庭野）

ハウス長休設立10周年記念 s S隊20周年記念OL大会
第8回日本ジャンボリー参加（南蔵王）

s S隊20周年
サンパチ富士スカウト第一号誕生 25周年記念行事京j聞

大谷スカウト全国大会参加

第9回日本ジャンボリー参加（南蔵王） げんたいジャンボリ－

4月26日洛北道中道しるべ 北山キャンポリー

R S隊20周年

7月23日 30周年記閥鞘予

# 
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山岡隆久松本寵太郎
小林泰之三田泰弘
西村文孝園田一之
服部憲一袖岡 淳
南 康成松永誠史
高橋宏樹桂 一
山内徹也石田昌徳
西脇孝典下坂直司
小野晴彦三条場健治
田中 茂



〈煙室イモ冨富ゴ＝ス カウ

古松本 道典（日連471号，京連17号）

サンパチの発足30周年おめでとう

ございます。

私がボーイスカウト隊に入隊して

以来、十数年が過ぎ、当時のことが

なつかしく思い出されます。スカウ

ト諸君も日夜、自己研鎖に努め、活

路されていることとおもいます。

「進級について一言」

進級に対しては、まずは“進級す

るぞ”という気持ちを持つこと。で

きることから始め、あとは活動を通

じて得た経験と知識をいかしていく

こと。

「日々の善行」と「そなえよつね

に」でスカウト活動を有意義なもの

とすること。

これらのことがあげられると思い

ます。まずは、気持ちからです。が

んばって下さい。

38団のますますの発展とスカウト

諸君の活闘を希望して・・・・弥栄

公服部 憲一（日連563号，京連18号）

良き先輩に恵まれ38団ではいろい

ろのことを教えてもらった。対ウト活

トカh ら OJメ つr 寸：：：：＝－一乙P》〉

動のことのほか、いろいろの人生経

験についても。学校などと違うとこ

ろは、自分より四つも五つも年下、

年上でも、ただ先輩・後輩というよ

りも友達に近いような関係ができる

こと、それが、 38団の魅力の一つで

ある。僕が富士をとれたのも、リ－11・

F として何とかやって来れたのも、

こういった「友達」の励ましゃ協力

があったからで、一人だけでは今日

までスカウト活動を続けてこれたか

どうかも疑問である。この38団の雰

囲気が今後もずっと続くことを祈り

ます。

公袖岡 淳（日連608号，京連20号）

この平成の新しき時代に38団が30

周年を向かえることを本当にうれし

く思います。 ずーイ隊に入隊してか

ら今日まで、数々のキャンrやハイキンゲ
を通して私を育ててくれた38団に感

謝すると共に、対ウト活動を続けて本

当によかったと思っています。とく

によかったと思うことは、やはり富

士スカウトに進級したことです。私

は富士章を取得する課程で「やれば

できる」と言うことを学びました。
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ボーイ隊に入隊した直後に進歩手帳

という一冊の手帳をわたされ、それ

を初めて見た時「こんなことできる

はずがない」とずっと思っていまし

た。しかし、考えてみるとできない

ことが手帳に書いであるはずがない

のです。やれば必ずできるのです。

幸いにも、 38団にはすばらしいリーゲ

ーの方々が大勢いらっしゃいます。

因った時はいつでも相談して教えて

もらえばいいのです。

さあ、みんな一つでも上の級をめ

ざしてがんばって ください。進級す

る課程で得たものは将来必ずプラス

になるのです。一人でも多くの菊、

隼、富士スカウトが誕生することを

願っています。

最後になりましたが、今後38団が

ますます発展することを心よりお祈

り申し上げます。

合山内 徹也（日連805号，京連27号）

私が富士スカウトになろうと決心

したのは、単に進級上において最上

にあるという意味で取得しようと思

ったのです。次に計画を立てました。

この計画が取得にあたって最も大切

だと思います。例えば、野営管理章

には、村ン7'中に点検などをする科

目があります。たいていは、上班や

隊付の時にやるのですが、私は9NJ

の時にやりました。富士章には、単

にレポート提出だけでなく、講習会

やキャン7'、日赤救急法その他に参加

しなければ取れないところが数多く

あるので、富士章の項目をしっかり

読みながら計画を立てて下さい。分

からない点などがあれば、リ由I｛世の

人や先輩に相談するのがベストです

全面的に協力していただけるはずで

す。

次に技能章ですが、 これはとにか

く自分の興味のあるものから取って

いくのが無難です。自分の好きな分

野であれば、 率先して調べるであろ

うし、本人の向上にもつながるわけ

ですから・・・。

とにかく富士になるためには、本

人の意志が大切です。私自身もリサ

ーの方々や先輩や両親にお世話にな

りましたが、結局は自分自身のヤル

気が取得に結び付いたと思います。

皆さんも取得する際は、ヤル気をも

って取得して下さい。そして、技術

面だけでなく、精神面においても立

派な富士スカウトとなって下さい。
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〈結語多長径を言己〉

三指。

Vまず最初に、この30周年記念誌の発刊が諸般の事情により予定より、約 1年
も遅れたことを、お詫び申し上げます。

Vこの30周年記念誌は、過去 4,8, 10, 15, 20, 25年の各周年行事の際、発
刊された記念誌“激流” VOL1(4年）VOL2(8年）VOL3(10年〉“あしあと” (15年）

“さんぱち20周年” “激流” VOL4(25年）の集大成として復刻、再編集、加筆

したものです。

V編集に際して感じたのは、やはり30年と一言でいっても長いものだな、とい
うことです。いろいろな思いが走馬燈のように流れていきます。いろいろな

事があった。今となればなつかしいものばかりです。 「あんなこともあった

なー」 「こんなこともあったなー」と思われる方々も多いことでしょう。

Vこの30年の聞に我がサンパチも京都を代表する団に成長し、富士スカウトも
4名誕生しました。現在も若いリーダー諸君の活踏でいろいろな活動が積極
的行われています。先日の30周年行事を新潟県妙高高原で盛大に行い成功の

うちに終えることができました。これも各リーダー、育成会諸氏の多大な御

協力のたまものと感謝いたします。

V楽しい思い出が多い中で悲しいこともありました。昭和51年2月3日の水野
孝氏、そして、つい先般、平成2年6月14日の服部圭佐氏の死去。年若くし
ての他界は本当に心残りでなりません。ご冥福をお祈りいたします。

V何はともあれ、時聞は刻々と過ぎ去っていきます。今後のボ｝イスカウト活
動について子供の減少、社会の多様化など、いろいろ危倶されることもあり

ますが、 「スカウティングは不誠だ」という信念をもって、関係諸氏には今

後さらに、御支援を賜わりますようお願いいたします。

Vサンパチの歴史は個々のスカウティングによって、これからも有意義に積み
重ねられていくことを願うものです。

弥栄。
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